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1. 2020年3月期の連結業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 54,309 2.8 2,555 14.6 2,754 13.2 1,657 14.2

2019年3月期 52,819 8.1 2,229 43.9 2,433 41.2 1,451 72.6

（注）包括利益 2020年3月期　　795百万円 （△20.9％） 2019年3月期　　1,005百万円 （△42.5％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年3月期 137.33 ― 6.1 5.3 5.1

2019年3月期 120.27 ― 5.4 4.7 4.6

（参考） 持分法投資損益 2020年3月期 198百万円 2019年3月期 160百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 52,561 28,763 52.3 2,277.23

2019年3月期 51,615 28,523 52.8 2,256.21

（参考） 自己資本 2020年3月期 27,482百万円 2019年3月期 27,228百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2020年3月期 3,805 △1,597 △794 6,035

2019年3月期 2,250 △1,326 △694 4,684

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年3月期 ― 13.00 ― 19.00 32.00 386 26.6 1.4

2020年3月期 ― 16.00 ― 22.00 38.00 458 27.7 1.7

2021年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

（注）2021年3月期の配当予想に関しましては、現時点では未定とさせていただきます。

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

　2021年3月期の連結業績予想につきましては、世界規模で感染が続いている新型コロナウィルスの影響により、現時点で見通しを立てることが困難であ
る為、未定とさせていただきます。今後、業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表させていただきます。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期 12,070,000 株 2019年3月期 12,070,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期 1,749 株 2019年3月期 1,749 株

③ 期中平均株式数 2020年3月期 12,068,251 株 2019年3月期 12,068,272 株

（参考）個別業績の概要

2020年3月期の個別業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 43,080 1.6 1,536 4.0 2,469 30.6 1,592 27.7

2019年3月期 42,419 8.7 1,477 40.6 1,890 30.5 1,246 32.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2020年3月期 131.93 ―

2019年3月期 103.29 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 46,743 26,410 56.5 2,188.42

2019年3月期 45,914 25,367 55.3 2,102.02

（参考） 自己資本 2020年3月期 26,410百万円 2019年3月期 25,367百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）　

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ2の「1.経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧下さい。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

　決算説明資料はTDnetで同日開示しております。



○添付資料の目次

 

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………………………… 3

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… 3

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 4

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… 5

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 7

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 7

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 8

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 9

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 11

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 13

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 13

（連結の範囲に関する事項） ……………………………………………………………………………………… 13

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 13

（連結損益計算書関係） …………………………………………………………………………………………… 13

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） ………………………………………………………………………… 13

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 13

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 16

 

- 1 -

キムラユニティー㈱(9368)　2020年3月期　決算短信〔日本基準〕(連結)



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況 

当連結会計年度における我が国経済は、国内では雇用環境の改善や堅調な企業業績に支えられ緩やかな回復基調にあ

りましたが、年度終盤で発生した新型コロナウィルスの感染拡大の影響による経済活動の停滞等により景気減速が懸念さ

れます。海外においても、米中貿易摩擦の世界経済への影響、中東における米国とイランの対立激化等の地政学リスクの

高まりに加え、新型コロナウィルスの世界的な感染拡大により、国内同様に景気減速が懸念され、一層先行き不透明な状

況となっております。 

また、当社グループと関係の深い自動車業界でも、国内外で加速しているＣＡＳＥ(コネクテッド・自動運転・シェア

リング・電動化)への取り組み等の「100年に1度の大変革期」を迎える中、年度終盤に発生した新型コロナウィルスの感

染拡大に伴い生産ラインが停止する等、先行き不透明な状況となっております。 

このような環境の中で当社グループは、国内では、6月に北本事業所の開設や、海外では、米国関連会社で新規拠点を

開設するなど国内外で積極的な拡販活動に努めてまいりました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は、主力事業である物流サービス事業を中心に、新規拠点の開設や主要顧客から

の受注量の増加等により、54,309百万円（前年同期比2.8%増収）となりました。 

営業利益は、物流サービス事業の増収効果及び北米子会社ＫＩＭＵＲＡ，ＩＮＣ.での業績回復等により2,555百万円

（前年同期比14.6%増益）、経常利益は営業利益の増益により2,754百万円（前年同期比13.2%増益）、親会社株主に帰属

する当期純利益は、国内子会社株式会社スーパージャンボの「のれん」の減損損失はありましたが、経常利益の増益等に

より1,657百万円（前年同期比14.2%増益）となりました。 

なお、主なセグメント別の売上高（セグメント間の内部売上を含む）、営業利益の状況は次の通りであります。 
 

①物流サービス事業 

売上高は、国内での格納器具製品事業における主要顧客からの受注量の減少はありましたが、包装事業において関東

地区の受注量の拡大や中国子会社の受注量の増加等により、37,639百万円（前年同期比4.5%増収）となりました。営業利

益は増収効果及び北米子会社ＫＩＭＵＲＡ，ＩＮＣ.での業績回復等により3,095百万円（前年同期比6.8%増益）となりま

した。 

 

②自動車サービス事業 

売上高は、年度終盤で発生した新型コロナウィルスの影響に伴い車両販売事業における国内子会社株式会社スーパー

ジャンボの販売台数の減少等により、14,898百万円（前年同期比0.9%減収）となりました。営業利益は車両リース事業に

おける材料費の減少及び車両整備事業における外注費の減少等により502百万円（前年同期比67.3%増益）となりました。 

 

③情報サービス事業 

売上高は、主要顧客からの受注量の減少等により、1,583百万円（前年同期比1.0%減収）となりました。営業利益は売

上高の減収等により135百万円（前年同期比19.7%減益）となりました。 

 

④人材サービス事業 

売上高は、積極的な拡販活動や新規顧客の獲得に注力したこと等により、562百万円（前年同期比0.5%増収）となりま
した。営業利益は売上高の増収等により22百万円（前年同期比195.6%増益）となりました。 
 

⑤その他のサービス事業 

売上高は、売電サービスにより、46百万円（前年同期比3.9%増収）となりました。営業利益は13百万円（前年同期比

16.5%増益）となりました。 

なお、北米子会社、中国子会社の決算期は2019年12月31日であります。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

当連結会計年度末の総資産は52,561百万円となり、前連結会計年度末に比較して946百万円の増加となりました。その

主な要因は、流動資産が現金及び預金の増加等により739百万円増加したこと等によるものであります。 

負債合計は23,797百万円となり、前連結会計年度末に比較して705百万円の増加となりました。その主な要因は、退職

給付に係る負債が627百万円増加したこと等によるものであります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比較して240百万円増加の28,763百万円となりました。その結果、自己資

本比率は前連結会計年度末比0.5ポイント低下の52.3%となりました。 
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期に比較して1,351百万円増加の

6,035百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は、以下のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は、3,805百万円の収入で、前期比1,554百万円の収入増加となりました。 

この主な要因は、税金等調整前当期純利益の増加、及び、売上債権の減少等によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果得られた資金は、1,597百万円の支出で、前期比271百万円の支出増加となりました。 

この主な要因は、投資有価証券の取得による支出が増加したこと等によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果得られた資金は、794百万円の支出で、前期比99百万円の支出増加となりました。 

この主な要因は、配当金の支払額の増加等によるものであります。 

 

（４）今後の見通し 

次期の見通しにつきましては、世界規模で拡大が続いている新型コロナウィルスの影響から、当社グループと関係の

深い自動車業界におきましても、生産ラインの稼働停止が発生する等、先行き不透明な状況にあり、現時点では業績予想

が算定できない為、未定とさせていただきます。 

今後、業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表させていただきます。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必要性が乏

しいことから、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

 なお、今後につきましては、特に、当社と同じ東証一部に上場している他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえた

上で、国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,154,288 6,505,391 

受取手形及び売掛金 8,729,859 8,353,450 

リース投資資産 9,322,866 8,975,063 

商品及び製品 640,878 566,082 

仕掛品 55,196 27,625 

原材料及び貯蔵品 275,180 366,795 

その他 774,919 898,076 

貸倒引当金 △1,100 △500 

流動資産合計 24,952,090 25,691,984 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 20,510,360 21,167,061 

減価償却累計額 △11,410,882 △11,966,813 

建物及び構築物（純額） 9,099,477 9,200,247 

機械装置及び運搬具 2,201,215 2,171,721 

減価償却累計額 △1,589,388 △1,669,828 

機械装置及び運搬具（純額） 611,826 501,892 

賃貸資産 1,218,511 1,312,842 

減価償却累計額 △842,742 △866,252 

賃貸資産（純額） 375,769 446,590 

土地 6,807,686 6,805,437 

建設仮勘定 189,116 207,457 

その他 2,776,575 3,216,492 

減価償却累計額 △1,840,267 △2,018,775 

その他（純額） 936,307 1,197,716 

有形固定資産合計 18,020,184 18,359,342 

無形固定資産    

のれん 167,939 62,571 

その他 716,832 786,404 

無形固定資産合計 884,772 848,976 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,603,280 4,002,729 

繰延税金資産 352,290 841,354 

その他 2,808,070 2,854,607 

貸倒引当金 △5,136 △37,071 

投資その他の資産合計 7,758,504 7,661,618 

固定資産合計 26,663,460 26,869,936 

資産合計 51,615,550 52,561,921 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,286,378 1,069,510 

短期借入金 875,480 805,266 

1年内返済予定の長期借入金 1,000,000 2,000,000 

未払金 3,300,676 3,268,067 

未払費用 2,410,103 2,499,221 

リース債務 241,187 326,999 

未払法人税等 586,337 607,531 

賞与引当金 977,513 1,122,322 

役員賞与引当金 30,000 50,000 

その他 756,651 957,947 

流動負債合計 11,464,328 12,706,867 

固定負債    

長期借入金 3,000,000 2,000,000 

長期未払金 6,196,471 5,916,032 

リース債務 571,590 699,106 

退職給付に係る負債 588,103 1,215,214 

再評価に係る繰延税金負債 874,878 874,878 

その他 396,749 385,897 

固定負債合計 11,627,792 11,091,129 

負債合計 23,092,121 23,797,996 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,580,350 3,580,350 

資本剰余金 3,444,317 3,444,317 

利益剰余金 18,981,400 20,217,010 

自己株式 △1,484 △1,484 

株主資本合計 26,004,583 27,240,193 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,088,991 961,782 

土地再評価差額金 534,979 534,979 

為替換算調整勘定 221,213 △30,890 

退職給付に係る調整累計額 △621,160 △1,223,763 

その他の包括利益累計額合計 1,224,023 242,108 

非支配株主持分 1,294,822 1,281,622 

純資産合計 28,523,429 28,763,924 

負債純資産合計 51,615,550 52,561,921 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 52,819,039 54,309,824 

売上原価 44,111,735 44,847,729 

売上総利益 8,707,304 9,462,095 

販売費及び一般管理費 6,477,998 6,906,939 

営業利益 2,229,306 2,555,155 

営業外収益    

受取利息 27,821 31,419 

受取配当金 60,579 63,099 

受取手数料 7,077 5,618 

持分法による投資利益 160,423 198,191 

その他 41,338 40,325 

営業外収益合計 297,240 338,654 

営業外費用    

支払利息 74,757 73,976 

為替差損 6,457 57,510 

貸倒損失 3,339 408 

その他 8,812 7,382 

営業外費用合計 93,365 139,278 

経常利益 2,433,181 2,754,531 

特別利益    

固定資産売却益 6,358 2,929 

その他 10 - 

特別利益合計 6,368 2,929 

特別損失    

固定資産除却損 14,928 63,494 

投資有価証券評価損 2,426 - 

減損損失 - ※ 70,000 

その他 881 387 

特別損失合計 18,236 133,881 

税金等調整前当期純利益 2,421,313 2,623,579 

法人税、住民税及び事業税 770,418 971,894 

法人税等調整額 45,171 △167,860 

法人税等合計 815,589 804,034 

当期純利益 1,605,723 1,819,545 

非支配株主に帰属する当期純利益 154,172 162,204 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,451,551 1,657,341 

 

- 7 -

キムラユニティー㈱(9368)　2020年3月期　決算短信〔日本基準〕(連結)



（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

当期純利益 1,605,723 1,819,545 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △69,171 △127,209 

為替換算調整勘定 △392,010 △122,904 

退職給付に係る調整額 △63,933 △602,602 

持分法適用会社に対する持分相当額 △74,778 △170,989 

その他の包括利益合計 △599,894 △1,023,706 

包括利益 1,005,829 795,838 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 946,507 675,426 

非支配株主に係る包括利益 59,321 120,412 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,580,350 3,444,317 17,855,693 △1,423 24,878,937 

当期変動額          

剰余金の配当     △325,843   △325,843 

親会社株主に帰属する
当期純利益     1,451,551   1,451,551 

自己株式の取得       △61 △61 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）          

当期変動額合計 - - 1,125,707 △61 1,125,646 

当期末残高 3,580,350 3,444,317 18,981,400 △1,484 26,004,583 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 1,158,162 534,979 593,151 △557,226 1,729,066 1,378,750 27,986,755 

当期変動額              

剰余金の配当             △325,843 

親会社株主に帰属する
当期純利益             1,451,551 

自己株式の取得             △61 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △69,171 － △371,937 △63,933 △505,043 △83,928 △588,972 

当期変動額合計 △69,171 - △371,937 △63,933 △505,043 △83,928 536,673 

当期末残高 1,088,991 534,979 221,213 △621,160 1,224,023 1,294,822 28,523,429 
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,580,350 3,444,317 18,981,400 △1,484 26,004,583 

当期変動額          

剰余金の配当     △421,731   △421,731 

親会社株主に帰属する
当期純利益     1,657,341   1,657,341 

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）          

当期変動額合計 - - 1,235,610 - 1,235,610 

当期末残高 3,580,350 3,444,317 20,217,010 △1,484 27,240,193 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 1,088,991 534,979 221,213 △621,160 1,224,023 1,294,822 28,523,429 

当期変動額              

剰余金の配当             △421,731 

親会社株主に帰属する
当期純利益             1,657,341 

自己株式の取得              

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

△127,209   △252,103 △602,602 △981,915 △13,199 △995,114 

当期変動額合計 △127,209 - △252,103 △602,602 △981,915 △13,199 240,495 

当期末残高 961,782 534,979 △30,890 △1,223,763 242,108 1,281,622 28,763,924 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,421,313 2,623,579 

減価償却費 1,387,307 1,530,884 

減損損失 - 70,000 

のれん償却額 34,664 34,664 

持分法による投資損益（△は益） △160,423 △198,191 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 500 31,279 

賞与引当金の増減額（△は減少） 152,823 151,237 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 10,000 20,000 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △314,170 △241,242 

受取利息及び受取配当金 △88,401 △94,519 

支払利息 184,897 177,489 

為替差損益（△は益） △16,629 56,791 

有形固定資産売却益 △138,654 △184,309 

有形固定資産売却損益（△は益） 7,091 1,257 

有形固定資産除却損 7,836 62,236 

投資有価証券売却損益（△は益） 2,426 - 

売上債権の増減額（△は増加） △804,301 294,641 

たな卸資産の増減額（△は増加） 35,040 7,973 

リース投資資産の増減額（△は増加） 200,193 58,663 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 44,935 △71,806 

仕入債務の増減額（△は減少） 115,343 △214,655 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 241,674 758,279 

長期未払金の増減額（△は減少） △318,193 △280,399 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △63,351 △208,947 

小計 2,941,922 4,384,907 

利息及び配当金の受取額 144,340 734,244 

利息の支払額 △185,002 △177,549 

法人税等の支払額 △650,264 △1,136,570 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,250,995 3,805,032 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,297,095 △1,397,018 

有形固定資産の売却による収入 235,795 203,052 

投資有価証券の取得による支出 △20,706 △166,035 

投資有価証券の売却による収入 1,000 - 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △245,477 △237,608 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,326,483 △1,597,610 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,200,000 1,600,000 

短期借入金の返済による支出 △1,333,520 △1,658,486 

長期借入れによる収入 1,000,000 1,000,000 

長期借入金の返済による支出 △1,000,000 △1,000,000 

リース債務の返済による支出 △91,908 △180,313 

自己株式の取得による支出 △61 - 

配当金の支払額 △326,006 △422,135 

非支配株主への配当金の支払額 △143,250 △133,344 

財務活動によるキャッシュ・フロー △694,746 △794,280 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △125,288 △62,039 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 104,477 1,351,102 

現金及び現金同等物の期首残高 4,579,811 4,684,288 

現金及び現金同等物の期末残高 4,684,288 6,035,391 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リース」(以

下「IFRS第16号」という。)を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対

照表に資産及び負債として計上することといたしました。

 この結果、当連結会計期間末の有形固定資産の「その他」が216百万円増加し、流動負債の「リース債務」が91百万

円増加し、固定負債の「リース債務」が128百万円増加しております。当連結会計期間の損益に与える影響は軽微であ

ります。

 

（連結損益計算書関係）

※減損損失 

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 

主な用途 種類 金額 その他

自動車サービス事業 のれん 70,000千円 株式会社 スーパージャンボ 

 

減損損失に至った経緯

 株式会社スーパージャンボの株式取得（平成25年12月９日取得）により発生したのれんについて、当初想定してい

た収益の獲得が見込めなくなったため、帳簿価格を回収可能価格まで減額し、当該減少額70,000千円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。

 

グルーピングの方法

 当社グループは、原則として拠点及び子会社をキャッシュ・フローを生み出す最小の単位としております。また、

のれんについては、原則、会社単位のグルーピングとしております。 

 

回収可能価格の算定方法

 のれんの回収可能価格については、将来の事業計画に基づいて算定しております。

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

  当社グループの報告セグメントは、財務情報が入手可能であり、取締役会、全社執行役員会議において、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。

 当社グループは、各事業セグメント毎に事業本部又は事業部を構成し、各事業本部及び事業部は、取り扱う商

品、製品、サービスについて国内及び海外の戦略の立案、それに伴う事業活動を展開しております。

 従いまして、当社グループの取り扱う商品、製品、サービスを事業本部及び事業部別に区分し、「物流サービ

ス事業」、「自動車サービス事業」、「情報サービス事業」、「人材サービス事業」の４つを報告セグメントと

しております。

  「物流サービス事業」は、包装、梱包、入出庫作業・格納器具製品製造等を行っております。「自動車サービ

ス事業」は、自動車リース、車両整備、自動車販売、保険代理店等を行っております。「情報サービス事業」

は、システム開発、包括保守及びネットワーク関連サービス等を行っております。「人材サービス事業」は、人

材派遣サービス、アウトソーシングサービス等を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一であります。

棚卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ後の価額で評価しております。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

 

 前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日） 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他

（注1） 
合計 

調整額 
（注2） 

連結財務諸

表計上額 
 

物流サービ 
ス事業 

自動車サー 
ビス事業 

情報サービ

ス事業 
人材サービ

ス事業 
計 

売上高                  

外部顧客への売上高 36,021,675 14,982,231 1,599,323 170,990 52,774,220 44,819 52,819,039 - 52,819,039 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
- 47,226 - 388,627 435,854 - 435,854 △435,854 - 

計 36,021,675 15,029,457 1,599,323 559,618 53,210,075 44,819 53,254,894 △435,854 52,819,039 

セグメント利益 2,899,262 300,279 168,504 7,581 3,375,628 11,695 3,387,323 △1,158,017 2,229,306 

セグメント資産 22,734,707 15,928,687 564,815 256,482 39,484,694 230,157 39,714,851 11,900,699 51,615,550 

その他の項目                  

減価償却費 825,437 451,546 22,105 2,124 1,301,214 30,226 1,331,441 92,961 1,424,403 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
1,083,763 477,281 13,414 470 1,574,929 - 1,574,929 230,242 1,805,172 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

   ２.セグメント利益の調整額△1,158,017千円は、セグメント間取引消去4,096千円、各報告セグメントに配分し 

     ていない全社費用△1,162,114千円が含まれております。その全社費用の主なものは、当社の人事、総務及び 

     経理等の管理部門に係る経費であります。 

   ３.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております 
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 当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日） 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他

（注1） 
合計 

調整額 
（注2） 

連結財務諸

表計上額 
 

物流サービ 
ス事業 

自動車サー 
ビス事業 

情報サービ

ス事業 
人材サービ

ス事業 
計 

売上高                  

外部顧客への売上高 37,639,949 14,846,272 1,583,990 193,053 54,263,265 46,559 54,309,824 - 54,309,824 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
- 52,572 - 369,595 422,167 - 422,167 △422,167 - 

計 37,639,949 14,898,845 1,583,990 562,648 54,685,433 46,559 54,731,992 △422,167 54,309,824 

セグメント利益 3,095,017 502,460 135,273 22,412 3,755,165 13,625 3,768,790 △1,213,635 2,555,155 

セグメント資産 23,238,628 15,328,267 648,835 268,539 39,484,271 197,671 39,681,942 12,879,979 52,561,921 

その他の項目                  

減価償却費 950,215 463,384 13,421 2,095 1,429,117 30,221 1,459,338 103,169 1,562,507 

減損損失 - 70,000 - - 70,000 - 70,000 - 70,000 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
1,302,557 410,877 92,700 284 1,806,419 - 1,806,419 342,067 2,148,487 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

   ２.セグメント利益の調整額△1,213,635千円は、セグメント間取引消去3,573千円、各報告セグメントに配分し 

     ていない全社費用△1,217,208千円が含まれております。その全社費用の主なものは、当社の人事、総務及び 

     経理等の管理部門に係る経費であります。 

   ３.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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４．関連情報 

前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日）

・地域ごとの情報 

(1）売上高

（単位：千円）

日本 中国 北米 その他 合計

45,209,487 4,681,430 2,876,004 52,116 52,819,039

 

(2）有形固定資産

(単位：千円）

日本 中国 北米 合計

12,894,008 3,067,479 2,058,696 18,020,184

 

 

当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日）

・地域ごとの情報 

(1）売上高

（単位：千円）

日本 中国 北米 その他 合計

45,745,288 4,864,082 3,662,407 38,046 54,309,824

 
(2）有形固定資産

(単位：千円）

日本 中国 北米 合計

13,370,457 3,060,073 1,928,811 18,359,342

 

 

（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

１株当たり純資産額 2,256円21銭 2,277円23銭

１株当たり当期純利益金額 120円27銭 137円33銭

（注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

 ２.１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（千円）
1,451,551 1,657,341

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益金額（千円）
1,451,551 1,657,341

期中平均株式数（株） 12,068,272 12,068,251
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KIMURA UNITY CO., LTD. Ｐ1

本資料には現時点での将来の予測数値が含まれていますが、

実際の業績は様々な要因により変動することがありますのでご留意ください。

東証・名証 市場第一部 コード：９３６８

グループ会社の状況

2020年3月期
決算発表 説明資料

２０２０年４月２７⽇

※前期末からの変動はありません。



１．連結決算の実績
(1)連結業績

#REF! #REF!
（実績） （実績） (単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比
（実績） （実績） （増減額） （％）

売上高 52,819 54,309 1,490 102.8
営業利益 2,229 2,555 325 114.6
経常利益 2,433 2,754 321 113.2
親会社株主に帰属する当期純利益 1,451 1,657 205 114.2
1株当たり当期純利益 120円27銭 137円33銭 17円06銭
包括利益 1,005 795 △ 209 79.1

KIMURA UNITY CO., LTD. Ｐ2
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１．連結決算の実績
(2) セグメント別業績　

（実績） （実績） (単位：百万円）
2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比

（実績） （実績） （増減額） （％）
物流サービス事業 36,021 37,639 1,618 104.5
⾃動⾞サービス事業 15,029 14,898 △ 130 99.1
情報サービス事業 1,599 1,583 △ 15 99.0
人材サービス事業 559 562 3 100.5
その他サービス事業 44 46 1 103.9
小計 53,254 54,731 1,477 102.8
消去又は全社 △ 435 △ 422 13 －

売上高 52,819 54,309 1,490 102.8
物流サービス事業 2,899 3,095 195 106.8
⾃動⾞サービス事業 300 502 202 167.3
情報サービス事業 168 135 △ 33 80.3
人材サービス事業 7 22 14 295.6
その他サービス事業 11 13 1 116.5
小計 3,387 3,768 381 111.3
消去又は全社 △ 1,158 △ 1,213 △ 55 －

営業利益 2,229 2,555 325 114.6

KIMURA UNITY CO., LTD. Ｐ3
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１．連結決算の実績
(3)連結品目別売上高

(単位：百万円）
売上区分 売上品目 2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比

（実績） （実績） （増減額） （％）
包装 30,437 32,405 1,968 106.5
格納器具製品 5,584 5,233 △ 350 93.7

物流サービス事業 36,021 37,639 1,618 104.5
⾞両リース 7,329 7,333 4 100.1
⾞両整備 4,027 4,143 115 102.9
⾃動⾞販売 2,757 2,519 △ 237 91.4
カー用品販売 213 202 △ 11 94.8
保険⼿数料 637 636 △0 99.9
その他 64 63 △ 1 97.5

⾃動⾞サービス事業 15,029 14,898 △ 130 99.1
情報サービス事業 1,599 1,583 △ 15 99.0
人材サービス事業 559 562 3 100.5
その他サービス事業 44 46 1 103.9
小計 53,254 54,731 1,477 102.8
セグメント間売上相殺 △ 435 △ 422 13 －
合計 52,819 54,309 1,490 102.8

（4）財政状態   　　          　　     　　　　　　　　
（実績） （実績） (単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比
（実績） （実績） （増減額） （％）

総資産 51,615 52,561 946 101.8
⾃己資本 27,228 27,482 253 100.9
⾃己資本比率(％) 52.8 52.3 △ 0.5
1株当たり純資産 2,256円21銭 2,277円23銭 21円02銭

（5）キャッシュ・フロー計算書について　
(単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比
（実績） （実績） （増減額） （％）

営業活動によるキャッシュ･フロー 2,250 3,805 1,554 169.0
投資活動によるキャッシュ･フロー △ 1,326 △ 1,597 △ 271 －
財務活動によるキャッシュ･フロー △ 694 △ 794 △ 99 －
現⾦及び現⾦同等物に係る換算差額 △ 125 △ 62 63 －
現⾦及び現⾦同等物の期末残高 4,684 6,035 1,351 128.8

KIMURA UNITY CO., LTD. Ｐ4



１．連結決算の実績
（6）設備投資、減価償却費等の状況　　　

（実績） （実績） (単位：百万円）
2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比

（実績） （実績） （増減額） （％）
社用資産投資 1,351 1,666 314 123.3
賃貸資産投資（※） 2,830 2,776 △ 54 98.1
設備投資計 4,182 4,442 260 106.2
減価償却費 1,424 1,562 138 109.7
リース⾞輌保有台数 13,029台 12,280台 △ 749台 94.3
リース⾞輌契約台数 20,052台 19,537台 △ 515台 97.4
（※）賃貸資産投資につきましては、リース会計基準の改正により、リース用⾞輌の投資債権は、流動資産の「リース投資資産」
　　　　 に計上しておりますが、比較の便宜上、設備投資として記載しております。

（7）海外子会社の取引状況
（実績） （実績） (単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比
（実績） （実績） （増減額） （％）

連結売上高 52,819 54,309 1,490 102.8
海外子会社売上高 7,555 8,525 970 112.8
連結売上に対する占率
海外子会社占有率 14.3％ 15.7％ 1.4％
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主な投資内容

（国内）

✓ ⾳⽻電⼦物流センター改修⼯事 4億40百万円

✓ ⽝⼭寮新築⼯事 3億 9百万円

［賃貸資産投資］
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１．連結決算の実績
（8）主要取引先との取引状況

（実績） （実績） (単位：百万円）
2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比

（実績） （実績） （増減額） （％）
連結売上高 52,819 54,309 1,490 102.8
トヨタ⾃動⾞（株）様　※1 12,534 12,169 △ 365 97.1
トヨタグループ企業様　※2 10,295 10,986 690 106.7
合計 22,829 23,155 325 101.4
連結売上に対する占率
トヨタ⾃動⾞（株）様 23.7％ 22.4％ △1.3％
トヨタグループ企業様 19.5％ 20.2％ 0.7％
合計 43.2％ 42.6％ △0.6％

（9）ＮＬＳ（ニューロジスティクスサービス）事業の取引状況
（実績） （実績） (単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 前期比 前期比
（実績） （実績） （増減額） （％）

連結売上高 52,819 54,309 1,490 102.8
ＮＬＳ事業売上高 8,474 8,637 163 101.9
連結売上に対する占率
ＮＬＳ事業占有率 16.0％ 15.9％ △0.1％
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※1：2010年10月にトヨタ⾃動⾞（株）様から分離したトヨタホーム（株）様への売上⾦額は比較の便宜上、上記⾦額に含めております。
※2：トヨタグループ企業様の取引には、海外でのトヨタ⾃動⾞（株）様の現地子会社を含んでおります。

売上高 売上高占有率

売上高 売上高占有率

ＮＬＳ事業は、トヨタ関連以外のお客様をターゲットとしてサービスを提供する３ＰＬ（サード・パーティ・ロジスティクス）事業のことです。


